
北陸観光列車トラベルダイアリ}

一金沢駅四番線の謎-

子寿野大

多
く
の
寝
台
列
車
が
発
着
し
た
札
幌
駅
四
番
操
に
引
き
続
き
、
四
番
線
に
は
何
か
と
縁
が
あ
る
よ
う
だ
。

二
O
一
五
年
三
月
一
四
日
に
北
陸
新
幹
線
が
開
業
し
て
以
来
、
「
金
沢
を
旅
す
る
な
ら
、
春
か
夏
か
秋
か
冬
が

い
い
と
思
い
ま
す
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
掲
げ
た
北
陸
の
古
都
が
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
ロ
岳
山
口
2
0

出

g
z
q
出

品

R
F
C
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
掲
げ
る
「
美
食
、
美
湯
、
美
技
、
美
観
、
美
心
」
の
五
つ
の
「
美
」

に
心
惹
か
れ
、
二

O
一
六
年
が
明
け
て
間
も
な
い
頃
、
冬
の
金
沢
へ
と
旅
立
っ
た
。
と
は
い
え
、
目
指
し
た

も
の
は
た
だ
一
つ
、
北
陸
観
光
列
車
乗
車
三
昧
の
旅
で
あ
る
。

能
登
半
島
の
和
倉
温
泉
駅
と
金
沢
駅
と
を
約
八

O
分
で
結
ぶ
「
花
嫁
の
れ
ん
号
」
は
、
二

O
一
五
年
一

O

月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
、

J
R
西
日
本
七
尾
線
と

I
R
い
し
か
わ
鉄
道
線
を
直
通
運
行
す
る
「
和
と
美
の
お
も

て
な
し
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
豪
華
観
光
列
車
で
あ
る
。
朱
い
漆
器
の
よ
う
な
外
観
は
輪
島
塗
と
金
箔
装

飾
と
加
賀
友
禅
を
、
ヘ
ッ
ド
マ

l
ク
(
ロ
ゴ
)
は
加
賀
水
引
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
(
図

1
図
2
)
。
さ
て
、
一

O
時
一
五
分
に
金
沢
駅
四
番
線
か
ら
発
車
す
る
「
花
嫁
の
れ
ん
一
号
」
に
乗
車
す
べ

く
、
「
一
二
、
四
、
五
番
線
」
と
表
示
さ
れ
て
い
る
ホ
l
ム
へ
の
階
段
を
上
り
終
え
た
私
は
、
一
瞬
目
を
疑
っ

た
。
四
番
ホ
l
ム
が
な
い
!
三
番
ホ
l
ム
の
す
ぐ
隣
が
五
番
ホ
l
ム
な
の
だ
。
四
は
死
を
連
想
さ
せ
る
と
い

う
、
縁
起
を
担
ぐ
風
習
か
?
そ
れ
と
も
「
ハ
リ
l
・
ポ
ッ
タ

l
』
シ
リ
ー
ズ
の
「
九
と
四
分
の
一
二
番
線
」
さ

な
が
ら
、
壁
を
通
り
抜
け
で
い
く
ホ
l
ム
な
の
か
?
そ
ん
な
空
想
力
豊
か
な
乗
客
の
た
め
の
道
し
る
べ
は
、

「
四
番
線
は
前
方
八

0
メ
ー
ト
ル
」
。
つ
ま
り
三
番
と
五
番
が
隣
接
す
る
ホ
l
ム
の
最
果
て
に
、
特
別
四
番
ホ

ー
ム
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
北
へ
と
向
か
う
列
車
の
旅
は
、
駅
の
離
れ
小
島
か
ら
始
ま
る
と
い
う
わ
け
だ
。

そ
も
そ
も
「
花
嫁
暖
簾
」
と
は
、
旧
加
賀
藩
(
特
に
七
尾
)
に
伝
わ
る
、
友
禅
仕
立
て
の
婚
礼
道
具
の
一

つ
で
あ
る
。
花
嫁
の
実
家
の
家
紋
を
配
し
、
婚
礼
よ
り
一
週
間
、
嫁
ぎ
先
の
仏
間
入
口
に
掛
け
ら
れ
、
先
祖

代
々
の
霊
に
実
家
の
家
紋
を
も
っ
て
婚
礼
報
告
を
す
る
と
い
う
(
諸
説
あ
り
)
。
こ
の
よ
う
な
風
習
に
ち
な
ん

だ
二
両
編
成
の
「
花
嫁
の
れ
ん
号
」
は
、
日
本
庭
園
の
飛
び
石
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
通
路
の
一
号
車
と
、
流
水

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
通
路
の
二
号
車
か
ら
な
る
。
一
号
車
は
、
木
製
格
子
で
仕
切
ら
れ
た
八
つ
の
半
個
室
に
分

か
れ
、
桜
梅
の
問
、
鉄
線
の
問
、
菊
の
聞
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ

1
マ
に
ち
な
ん
だ
友
禅
の
オ
ー
ル
ド
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
施
さ
れ
て
い
る
(
図
3
)
。
私
が
乗
車
し
た
イ
ベ
ン
ト
車
両
二
号
車
は
、
四
O
O年
の
歴
史
を
誇
る

金
沢
金
箔
装
飾
の
伝
統
的
な
図
柄
が
、
壁
に
も
天
井
に
も
描
か
れ
て
い
る
せ
い
か
、
絢
嫡
豪
華
な
重
箱
の
中
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菊
一
羽
に
迷
い
込
ん
だ
気
分
に
な
る
(
図
4
)
。
紅
色
の
生
地
に
背
面
が
木
製
格
子
の
椅
子
た
ち
が
整
然
と
並
ぶ
さ
ま

持
献
は
、
ま
る
で
重
箱
の
中
の
和
菓
子
の
よ
う
だ
。

側
一
肌
「
女
性
の
幸
せ
を
願
う
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
す
る
こ
の
列
車
の
乗
客
に
は
、
女
性
観
光
客
と
鉄
道
マ

瀦

一

一

ア

が

多

い

o

ど
ち
ら
で
も
あ
る
私
の
テ
ー
ブ
ル
に
、
金
沢
を
出
発
し
て
間
も
な
く
、
七
尾
出
身
の
パ
テ
イ

}
司
究

駅
引
シ
エ
辻
口
博
哲
氏
監
修
「
花
嫁
の
れ
ん
ス
ィ

l
ツ
セ
ッ
ト
」
の
朱
色
の
箱
が
運
ば
れ
た
。
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ツ

:
1
0
 

E

F

一、

一
致
川
¥
ト
も
紙
コ
ッ
プ
も
箸
袋
も
す
べ
て
朱
色
。
そ
れ
が
日
の
光
に
照
ら
さ
れ
て
「
漆
?
」
と
』
明
治
し
て
し
ま
う
ほ

1

臥
加
ど
、
こ
の
豪
華
列
車
そ
の
も
の
が
、
旅
の
非
日
常
を
演
出
し
て
い
た
。
途
中
の
停
車
駅
羽
昨
は
、
能
登
半
島

園
を
さ

U
F
O
の
町
と
い
わ
れ
、
ホ
ー
ム
に
は
宇
宙
人
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
サ
ン
ダ
l
く
ん
」
が
、
記
念
撮
影
用
に
ス

タ
ン
パ
イ
し
て
い
る
。
加
賀
の
伝
統
美
を
体
現
し
た
車
両
と
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
昭
和
を
感
じ
き
せ
る
宇
宙
人
と

の
記
念
撮
影
も
乙
な
も
の
で
あ
る
。
続
い
て
七
尾
に
停
車
し
、
定
刻
通
り
一
一
時
三
七
分
に
和
倉
温
泉
に
到

着
し
た
「
花
嫁
の
れ
ん
一
号
」
は
、
そ
の
ま
ま
折
り
返
し
て
、
一
二
時
七
分
和
倉
温
泉
発
「
花
嫁
の
れ
ん
二

号
」
金
沢
行
き
と
な
る
。
降
り
立
っ
た
ホ
I
ム
は
、
こ
の
「
走
る
重
箱
」
を
と
り
囲
む
、
撮
り
鉄
と
乗
り
鉄

で
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
。

さ
て
次
は
、
能
登
半
島
を
さ
ら
に
北
へ
と
向
か
う
観
光
列
車
「
の
と
里
山
里
海
号
」
の
出
番
だ
。
日
本
海

ブ
ル
ー
を
基
調
と
し
、
え
ん
じ
の
ラ
イ
ン
で
大
地
の
恵
み
を
表
し
た
「
の
と
里
山
里
海
号
」
は
、
七
尾
駅

穴
水
駅
間
を
運
行
す
る
観
光
列
車
で
あ
り
、
途
中
の
和
倉
温
泉
か
ら
穴
水
ま
で
が
、
の
と
鉄
道
の
管
轄
で
あ

る
(
図
5
図
6
)
。
里
山
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
オ
レ
ン
ジ
色
の
座
席
を
配
す
る
里
山
車
両
N
T
ー三

O
一
と
、
里

海
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ブ
ル

l
の
座
席
の
里
海
車
両
N
T
l
二一

O
二
の
二
両
編
成
で
、
車
内
は
、
能
登
の
伝
統
工

芸
と
大
正
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
「
庶
民
の
座
敷
」
と
い
っ
た
雰
囲
気
だ
。
座
席
の
模
様
は
ノ
ト
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ

ジ
。
ヘ
ッ
ド
カ
バ

l
は
能
登
上
布
。
座
席
問
の
パ

l
テ
l
シ
ヨ
ン
は
繊
細
な
組
子
細
工
で
で
き
て
お
り
、
里

山
里
海
の
素
朴
な
図
柄
の
輪
島
塗
プ
レ
ー
ト
が
、
表
裏
合
わ
せ
て
二
二
枚
は
め
込
ま
れ
て
い
る
(
図
7
図
8
)
。

一
二
時
二
二
分
に
和
倉
温
泉
を
出
発
し
た
「
の
と
里
山
里
海
三
号
」
は
、
通
常
列
車
が
四
O
分
で
走
り
抜
け

る
能
登
の
内
海
沿
い
を
、
時
速
約
四

0
キ
ロ
、
約
七

O
分
か
け
て
ゆ
っ
た
り
と
北
上
す
る
。
途
中
の
能
登
中

島
駅
で
、
昭
和
六
一
年
に
引
退
し
た
郵
便
列
車
見
学
の
た
め
停
車
し
、
七
尾
湾
、
穴
水
湾
(
七
尾
北
湾
)
を

右
手
に
眺
め
な
が
ら
、
最
後
に
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
、
一
三
時
三
五
分
定
刻
通
り
穴
水
駅
に
到
着
し
た
。

図2 r花嫁のれん号Jヘッドマーク。
加賀水引をモティーフとする。

図3 木製格子の半個室。座席の背も
たれ付近には、各室の名にちなんだ友
禅の図柄 (1号車)。
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図4 壁や天井には、金箔細工をイメージ
した金色に、桜をはじめとする春の図柄が
配されている (2号車)。

図5 日本海ブルーにえんじのライン
の「のと里山里海号」。
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図
ク
ジ

ブ
ル

l
の
里
海
車
両
に
乗
車
し
た
ら
、
オ
レ
ン
ジ
の
里
山
車
両
に
も
乗
っ
て
み
た
い
と
は
、
鉄
道
マ
ニ
ア

の
お
さ
え
ら
れ
な
い
衝
動
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
遠
藤
関
の
出
身
地
で
あ
る
こ
の
穴
水
か
ら
折
り
返
し

七
尾
行
き
と
な
る
、
一
四
時
一
四
分
発
「
の
と
里
山
里
海
四
号
」
に
乗
車
し
て
す
ぐ
、
往
路
で
は
ま
だ
曇
り

加
減
だ
っ
た
能
登
の
空
が
、
吹
雪
へ
と
一
変
し
た
。
こ
の
里
山
車
両
の
一
部
は
、
ハ
イ
デ
ツ
カ

l
式
展
望
車

両
と
な
っ
て
お
り
、
海
側
車
窓
に
向
か
っ
た
階
段
式
の
形
状
と
な
っ
て
い
る
。
窓
に
向
か
っ
た
カ
ウ
ン
タ
ー

席
の
背
後
の
一
段
高
い
と
こ
ろ
に
、
馬
蹄
形
に
配
さ
れ
た
テ
ー
ブ
ル
席
が
設
え
て
あ
る
の
は
、
あ
の
「
ト
ワ

イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
の
サ
ロ
ン
カ

l
と
同
じ
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
南
下
す
る
復
路
、
左
手
に
広
が
る
能
登
の
内
海
は
、
波
が
穏
や
か
な
た
め
女
海
と
呼
ば
れ
る
。
ア

日

ら

や

ぐ

ら

テ
ン
ダ
ン
ト
の
ガ
イ
ド
に
よ
れ
ば
、
穴
水
湾
に
浮
か
ぶ
木
製
の
四
角
錐
は
、
「
鱒
待
ち
櫓
」
と
い
う
の
だ
そ

う
だ
。
丸
太
四
(
五
)
本
を
浅
瀬
に
立
て
、
上
部
を
縄
で
く
く
っ
て
登
り
梯
子
を
か
け
た
も
の
で
、
高
さ
は
約

八
メ
ー
ト
ル
。
櫓
の
上
で
は
「
鱒
待
ち
ば
あ
さ
ん
」
の
人
形
が
沖
を
眺
め
て
い
る
。
海
豚
も
泳
ぐ
七
尾
湾
に

突
き
出
た
小
さ
な
半
島
に
は
、
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
』
を
思
わ
せ
る
、
こ
ん
も
り
と
し
た
鎮
守
の
森
の
鹿
島
神

社
が
鎮
座
す
る
。
昭
和
七
年
に
植
樹
さ
れ
た
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
に
囲
ま
れ
、
別
名
「
能
登
さ
く
ら
駅
」
と
も
呼

ば
れ
る
能
登
加
島
駅
を
通
過
し
た
と
き
、
『
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」
の
レ
ト
ロ
な
列
車
の
場
面
が
不
意
に
脳
裏

を
過
ぎ
っ
た
。
そ
う
い
え
ば
、
ア
ニ
メ
『
花
咲
く
い
ろ
は
』
の
舞
台
と
な
っ
た
、
湯
乃
鷺
温
泉
最
寄
り
駅
「
湯

乃
鷺
駅
」
と
は
、
の
と
鉄
道
の
西
岸
駅
が
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
の
聖
地
巡
礼
に

欠
か
せ
な
い
実
際
の
西
岸
駅
に
は
、
「
湯
乃
鷺
駅
」
と
い
う
駅
名
標
の
方
が
大
き
く
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

里
海
風
景
か
ら
、
黒
く
艶
や
か
な
「
能
登
瓦
」
の
家
並
み
を
抜
け
て
上
り
坂
と
な
り
、
「
踏
ん
張
り
綱
」
を

つ
か
っ
て
昔
は
上
っ
た
と
い
う
里
山
へ
と
滑
り
込
ん
で
い
く
。
こ
の
列
車
名
の
元
と
な
っ
た
「
能
登
の
里
山

里
海
」
と
は
、
能
登
半
島
の
四
市
五
町
に
広
が
る
風
景
を
指
し
、
二

O
一
一
年
に
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関

(
F
A
O
)
よ
り
、
日
本
初
の
「
世
界
農
業
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
た
。
対
外
的
に
は
、
日
本
海
に
臨
む
輪
島
白

米
千
枚
田
の
夕
暮
れ
時
の
風
景
が
、
一
番
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
う
い
え
ば
こ
の
時
期
は
、
伝
統
行
事

「
あ
え
の
こ
と
」
の
真
っ
最
中
。
収
穫
後
の
一
二
月
五
日
に
田
の
神
を
各
家
に
迎
え
、
耕
作
前
の
二
月
九
日
に

再
び
田
圃
へ
と
送
り
出
す
、
奥
能
登
に
伝
わ
る
神
へ
の
お
も
て
な
し
の
儀
式
な
の
だ
と
い
う
。
車
窓
か
ら
の

美
し
い
眺
め
と
ガ
イ
ド
の
名
調
子
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ノ
ス
タ
ル
ジ

l
が
加
わ
っ
て
、
能
登
の
美
し
い
景
観
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格
塗

な
島

細
輪

織
の

は
醐

胡
川

ιι
作
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J
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司
凶
「
こ

一諸
里
山
払

7
細
暗

図
子
臼

図B 里山車両の仕切りは、繊細な格
子細工と山にちなんだ図柄の輪島塗
(黒塗)。

の
背
後
に
見
え
隠
れ
す
る
、
此
岸
と
彼
岸
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
も
見
な
し
う
る
人
々
の
「
生
き
ざ

ま
」
に
、
少
し
は
触
れ
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
「
ほ
ん
な
ら
ね
、
ま
た
来
て
く
ら
い
ね
、
ま
っ
と
ん
ね
」

と
い
う
能
登
弁
と
、
「
大
野
様
ご
乗
車
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
い
う
名
指
し
で
の
お
見
送
り
を
受
け

て
、
一
五
時
一
七
分
に
七
尾
駅
に
降
り
立
っ
た
。

さ
て
こ
こ
か
ら
は
、
「
伝
統
」
よ
り
も
「
今
」
を
感
じ
る
時
間
と
な
る
。
一
五
時
二
七
分
七
尾
発
「
能
登
か

が
り
火
八
号
」
で
金
沢
へ
向
か
い
、
定
刻
通
り
一
六
時
二
九
分
到
着
。
金
沢
二
一
世
紀
美
術
館
の
現
代
ア
ー

ト
「
ス
イ
ミ
ン
グ
・
プ
l
ル
」
(
レ
ア
ン
ド
ロ
・
エ
ル
リ
ヒ
作
)
を
見
学
し
、
一
九
時
三
九
分
金
沢
発
北
陸
新

幹
線
「
か
が
や
き
五
一
六
号
」
東
京
行
き
に
乗
車
。
乗
り
鉄
の
疲
れ
を
癒
し
て
く
れ
た
の
は
、
グ
ラ
ン
ク
ラ

ス
の
広
々
と
し
た
革
張
り
の
椅
子
と
赤
ワ
イ
ン
だ
っ
た
。
さ
て
、
今
回
の
北
陸
の
旅
で
体
験
し
た
「
美
」
の

最
た
る
も
の
は
何
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
「
の
と
里
山
里
海
四
号
」
チ
l
フ
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
心
こ
も
っ
た
「
美

声
」
の
お
も
て
な
し
だ
っ
た
と
答
え
る
だ
ろ
う
。
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注

1

拙
文
「
寝
台
特
急
ト
ラ
ベ
ル
ダ
イ
ア
リ
ー
ー
札
幌
駅
四
番
線
か
ら
一
一
一
度
乗
車
し
た
女
」
(
一
一

O
一
五
年
四
月
一
目
、
「
東
洋

通
信
」
第
五
二
巻
第
一
号
〔
四
月
号
〕
、
二
I
九
頁
)
参
照
の
こ
と
。

2

J

R
グ
ル
ー
プ
、
北
陸
コ
一
県
、
北
陸
経
済
連
合
会
共
催
の
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
己
告

E
2町
四

m
g
q

図。宮吋己
2
1日
本
の
美
は
、
北
陸
に
あ
り
」
(
ニ

O
一
五
年
一

0
1
一
一
一
月
)
を
引
き
継
い
だ
、

J
R
東
日
本
、

J
東
海
、

J

R
西
日
本
共
催
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
(
二

O
一
六
年
一

1
二一月)。

3
H
V・
〉
・
君
。
何
回
ハ
ω
制
作
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
、
関
東
で
は
東
京
メ
ト
ロ
ボ
リ
タ
ン
テ
レ
ヴ
イ
ジ
ョ
ン
(
吋
。
間
同
O
足
以
)

に
て
、
二

O
一
一
年
四
月
か
ら
九
月
ま
で
放
映
さ
れ
た
。
石
川
県
の
旅
館
を
舞
台
と
す
る
、
高
校
生
松
前
緒
花
の
(
精
神
的
)

成
長
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。

4

七
尾
市
、
輪
島
市
、
珠
洲
市
、
羽
咋
市
、
志
賀
町
、
宝
達
志
水
町
、
中
能
登
町
、
穴
水
町
、
能
登
町
の
こ
と
。
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